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	第３章　コンピュータとプログラミング　　第２節アルゴリズムとプログラミング



【実習１】LEGOマインドストームをプログラミングで動かしてみよう。
　　　・プログラミングを組んで、ロボットを動かしてみよう。
　　　・指令を実現するためにどうすればいいか、プログラムを修正しながら問題解決してみよう

◇手順１　基本操作を理解しよう
1 デスクトップの　　「LEGOマインドストーム」を選択しソフトを立ち上げる。
2 「ファイル」→「新しいプロジェクト」→「開く」へ
[image: ]ダウンロードボタン
接続してからここを押す

　プログラムのパーツ
プログラムを並べる

[image: ]



[image: ]タンク
（直進）
ステアリング
（曲がる）



3 指令を実現できるように、上記パーツを
うまく組み合わせながらプログラムを考える。実行・電源
実行させる

4 班の順番が来たらケーブルでPCと
ロボットとをつなぎ、実行してみる。

◇手順２　ゴールの得点の上でピタッと止まるプログラムを組もう。
	　①どのようなコース取りをするか作戦を考える（スタート・コース・距離を考える）
②コースをふまえたプログラムを、グループで相談して考え入力する
　　※プログラムを入力する人は交替して、全員が入力を経験しよう
　③実行する　　※実行するときに、距離の不足、コース取り等しっかり観察を行う
　④観察・結果をグループで分析し、改善方法・プログラムを考える
⑤これらの経過をワークシートに記録する


プログラミングワークシート
	
	プログラムの内容
	結果

	1 
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【実習２】センサを活用したプログラミングをしよう！
　　　　　・このロボットには、超音波で障害物までの距離を測定する超音波センサがついている。
センサを利用してぶつからず戻ってくるプログラムを見本にしたがって作ってみよう。
	[image: ]　　　ブロックとロボットの動き　　　　　　　見本のプログラム

















【実習３】別のコースをクリアするプログラムをセンサを使って考えてみよう
　　　・実習2を参考に、障害物をよけてゴールでぴたりと止めるプログラムを作ろう
　　　・実施した結果と改善した内容をワークシートに記録しよう。

プログラミングワークシート
	
	プログラムの内容
	結果

	①


	






	

	②
	
	

	③
	
	

	④
	





	



【振り返り】プログラミング実習を経験して、知ったこと思ったこと考えたことを書きましょう。
	







image4.tmp
20em FHTHHLE
il =

a3
! C)

Pdo doGa~ o

- " J2| oem TR RE
R €~ -y
S8 e Yo Foll P S

1D |00 z00] 1 /‘

0

o
RS @
)

Ut - RUEL) - \
RIS TEFEEA D COROPITA-/2TOGS L% (o) @
(DAL T =T SUETE | | uiEe

EDBIE, EUETOBFETS

“

.

[CO7ur 5L TFEEnBPHE] -
- (FCER DREE~HY 2. B RThEET D) EHVIET

.





image5.gif




image1.png
[Sepa=re}
OATTDOF

2n EEN O]

e

TEGRDIEE

« DA EER: TA40 (B CMJ
« DANWYICERENDT —R1 Y S EFEE)
- [B2] - MBH1 - ME2CMJ C

BEE e

R1U
B40CM. ppt

B & & & & 23 83





image2.png
<l
74y _&E V-l
Eo Ml project x B3

[#] & Program x |#

QNE BL

©2014 The LEGO Group.

- ) . G

O

0:19
2015/09/25

O W= PowerPoint
~@ BA T EENOER  7oxssy  A5(Fve- M En

) =) Buaror- N =R \N\Oo

r ;_] st - s ‘L‘L¢>@':

WY | a5qk- Bsay - BT U S Aa A P smartar - (0 % AL Y |7

F = 25H4F P B% EEE =

ERLTO5ERS =

EGaDiEd

« DA EER: TA40 (B CMJ
« DAWIICEREND =AY ~ZEBE)
- [82] - TEB] - T&2CMJ (T

B0 - 48
ESZESA

IXD—
e A
B40CM.ppt

= /-t Wb

5>

»




image3.jpeg




